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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】脚部の高さ調整が容易な簡易便器を提供する。
【解決手段】便座２１を開閉自在に枢着した本体部１と
、本体部１に高さ調整可能に脚部３とを備えた簡易便器
１０であって、脚部３は本体部１の側部に沿って上下方
向に移動可能であり、脚部３の本体部１に対する上下位
置の仮保持手段と、固定手段とを有する。仮保持手段は
、脚部３の本体部１に対する上下位置を段階的にスライ
ド保持するものであるのが好ましい。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　便座を開閉自在に枢着した本体部と、当該本体部に高さ調整可能に脚部とを備えた簡易
便器であって、
脚部は本体部の側部に沿って上下方向に移動可能であり、
脚部の本体部に対する上下位置の仮保持手段と、固定手段とを有することを特徴とする簡
易便器。
【請求項２】
　前記仮保持手段は、脚部の本体部に対する上下位置を段階的にスライド保持するもので
あることを特徴とする請求項１記載の簡易便器。
【請求項３】
　脚部は上下方向に複数のめねじ孔を有し、
本体部の脚部連結部はボルトを有し、
前記仮保持手段は上下方向のめねじ孔の間隔に合せて脚部を段階的にスライド保持するも
のであることを特徴とする請求項２記載の簡易便器。
【請求項４】
　前記仮保持手段は脚部にめねじ孔の間隔に合せて所定の間隔毎に凹部を有し、
本体部の脚部連結部は前記凹部に向けて突出付勢されたピン部材を有することを特徴とす
る請求項３記載の簡易便器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は主に室内にて使用される簡易便器に関し、特に脚部の高さ調整構造に係る。
【背景技術】
【０００２】
　簡易便器は、一般にトイレに行くのが困難な介護者や高齢者がベッド脇等に設置して使
用するのが主な目的である。
　使用者の身長や体格に合せて便座の高さを調整することが必要となり、これまでも各種
調整方法が提案されている。
　特許文献１，２には、上下方向に複数のボルト孔とダボ孔を設け、ノブボルトで高さ位
置を合わせる際にタボ孔の位置が外部から見えやすいようにスリットを設けたものを開示
する。
　特許文献３には、脚板に複数のボルト孔を縦設し、本体枠からボルトで固定する際に脚
部が前後に動くのを防止した縦ガイド桟を設けたものを開示する。
　特許文献４には、基脚部に縦方向に複数個のねじ取付孔を配設するとともに、ねじ取付
孔の外側部分にダボ嵌着部を設けたものを開示する。
　しかし、特許文献１～４のいずれに開示する高さ調整手段も本体部と脚部とを一旦分離
しなければ高さ調整ができないものであったり、めねじ孔とボルトの先端合わせが大変な
ものであったりする。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１１－２１８０３５号公報
【特許文献２】特許第４４２７４２３号公報
【特許文献３】特許第４３８１２６８号公報
【特許文献４】特許第３８３７０８７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、脚部の高さ調整が容易な簡易便器の提供を目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る簡易便器は、便座を開閉自在に枢着した本体部と、当該本体部に高さ調整
可能に脚部とを備えた簡易便器であって、脚部は本体部の側部に沿って上下方向に移動可
能であり、脚部の本体部に対する上下位置の仮保持手段と、固定手段とを有することを特
徴とする。
　ここで、脚部を本体部の側部に沿って上下方向に移動可能とは、従来のダボ孔を有する
ものとは異なり脚部を本体部から一旦分離させることなく、固定手段を解除すればそのま
ま脚部を上下移動させることができるものをいう。
　また、前記仮保持手段は、脚部の本体部に対する上下位置を段階的にスライド保持する
ものであるのが好ましい。
【０００６】
　上記のような構造例としては、脚部は上下方向に複数のめねじ孔を有し、本体部の脚部
連結部はボルトを有し、前記仮保持手段は上下方向のめねじ孔の間隔に合せて脚部を段階
的にスライド保持するものであるであってもよい。
　またさらに、仮保持手段は脚部にめねじ孔の間隔に合せて所定の間隔毎に凹部を有し、
本体部の脚部連結部は前記凹部に向けて突出付勢されたピン部材を有するようにしてもよ
い。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明に係る簡易便器にあっては、固定手段を緩めても仮保持手段が脚部をスライド保
持するので脚部の高さ調整が容易である。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明に係る簡易便器の斜視図を示す。
【図２】簡易便器の正面図を示す。
【図３】簡易便器の側面図を示す。
【図４】便器部の部品構成図を示し、（ａ）はセットした状態、（ｂ）は便座を跳ね上げ
た状態、（ｃ）は便座受けとスライド部材を分離させた状態を示す。
【図５】便座のスライド構造例を示し、（ａ）は便座が後方に位置する状態、（ｂ）は前
方にスライドさせた状態を示す。
【図６】脚部の高さ調整の構造例を示す。（ａ）は脚部の高さを高くした状態を示し、（
ｂ）は脚部の高さを低くした状態を示す。
【図７】脚部を本体部に取り付ける構造例を示す。（ａ）は脚部を本体部に固定した状態
を示し、（ｂ）は固定ボルトを緩め、脚部を上下に移動させる状態を示す。
【図８】背部の構造例を示す。（ａ）はベルトから背もたれを取り外した状態を示し、（
ｂ）は背もたれの底面図を示し、（ｃ）はベルトに背もたれを取り付けた状態の断面図を
示し、（ｄ）はＤ－Ｄ線断面図を示し、（ｅ）はベルトの取付状態を示し、（ｆ）はベル
トの連結部を示す。
【図９】ベルトの長さ調整の例を示し、（ａ）はベルトの長さを短くした状態を示し、（
ｂ）はベルトの長さを長くした状態を示す。
【図１０】ベルトを２段に分けて横設した場合であって、（ａ）は上段のベルトを相対的
に長くした状態を示し、（ｂ）は逆に下段のベルトを相対的に長くした例を示す。
【図１１】肘掛けの構造例を示す。（ａ）は肘掛けをロックした状態を示し、（ｂ）は肘
掛けの高さを上下させる状態を示し、（ｃ）はロック爪の外観図を示す。
【図１２】肘掛けの上下スライド構造例を示す。（ａ）は肘掛けがロックされた状態を示
し、（ｂ）はロックを解除した状態を示し、（ｃ）は肘掛けを下げている状態を示し、（
ｄ）は肘掛けを最も下げた状態を示し、（ｅ）は最も下げた状態でのロック状態を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
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　本発明に係る椅子型の簡易便器の構造例を以下図面に基づいて説明するが、本発明はこ
れに限定されない。
【００１０】
　図１に簡易便器１０の外観斜視図を示す。
　簡易便器１０は、図４に示したような便器部５を収納する本体部１とこの本体部から立
設した背部２と、脚部３及び肘掛け部４を有する。
　本体部１は、左右の側部材１１と前部材１２，後部材１３にて枠体を形成した。
　本実施例では、左右一対の側部材１１，１１を略Ｌ字形状に形成し、本体部１の側面部
１１ａと背部２の側部１１ｂとを一体的にした例であるが、これらを別体にして連結して
もよい。
【００１１】
　簡易便器１０は、脚部３の高さ及び肘掛け部４の高さが調整可能になっている。
　また、本実施例は図８～１０に示すように背もたれ１４の奥行き深さの調整が可能であ
り、図４，５に示すように便座２１がスライド部材２４にて前後方向にスライド可能にな
っている。
【００１２】
　便器部５は、図４に示すように便座２１の後部側の側部を便座受け２２の後部に枢着軸
２１ｂにて枢着してあり、便座２１の先端部２１ｃ側が後方に跳ね上がるとともに便座受
け２２に対して脱着可能になっている。
　便座受け２２には、図示を省略した汚物容器を装着する容器収納部２３を下側に有する
。
　この便座受け２２は、左右両側にスライダー２４ｂとストッパー２４ｃとを有する平面
視で略コ字形状のスライド部材２４に取り付けられている。
　本実施例では、便座受け２２の前部下側にボス状の突部２２ｂを形成し、スライド部材
２４の上面に設けた挿入孔２４ｄに挿入装着するようになっているが、取付方法に限定は
ない。
　図５に側部材１１の側面視を示し、側部材１１の本体部内側に図５では点線で示すよう
に上下に平行なバー材からなるスライドレール１１ｈ，１１ｉを有し、この間にスライド
部材２４の両側のスライダー２４ｂがそれぞれ挿入され、図５（ｂ）に示すようにストッ
パー２４ｃが上側のスライドレール１１ｉの後端に当接するまでスライド部材２４が前進
可能になっている。
　これにより、便座２１が便座受け２２とともに前後方向にスライド可能になっている。
【００１３】
　次に脚部３の構造例について説明する。
　脚部３は、図１に示すようにそれぞれ側部材１１の外側の側面に沿ってガイド部１９ａ
にスライド保持されながら上下移動可能になっている。
　脚部３は、前後方向に長い板状の接地部材１６から前後２ヶ所に脚１５を立設してあり
、脚１５の内面に複数のめねじ孔１５ｂが上下方向に設けてある。
　その状態を図６，７に示す。
　側部材１１の脚部連結部１１ｃの内側からつまみ３０付きのボルト３１を上記めねじ孔
１５ｂに螺合固定できる。
　脚の上下方向に複数のめねじ孔を形成し、この所定の高さのめねじ孔にボルト等で脚を
本体側に固定することで、脚部の高さ調整することに関してはこれまでも公知である。
　しかし、単に複数のめねじ孔を上下に設けただけでは、ボルト先とめねじ孔の位置合せ
が大変であったり、脚がその重みで上下移動するので高さを調整し、そのままボルトで固
定するのが大変であった。
　そこで、脚５の前後の少なくとも一方にめねじ孔の間隔に合せて複数の凹部１５ａを設
けるとともに、この凹部１５ａに向けてスプリング等の弾性材１９ｃにて付勢されたピン
部材１９ｄを配設した。
　本実施例では、後述する肘掛け支柱１８の保持部１９に脚５のガイド部１９ａを設ける
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とともに保持部１９の内側に設けた支持部材１９ｂを介してピン部材１９ｄを凹部１５ａ
に向けて突出させた。
　これにより、手で脚５を上下させると凹部１５ａ毎にピン部材１６ｄが突出し、脚５を
仮保持する。
　これにより、ピン部材１９ｄと脚５のめねじ孔１５ｂとの位置が合った状態にて仮保持
されるので、図７に示すように、つまみ３０を廻すことで容易に脚５の高さ調整及び固定
できる。
　本実施例では図７に示すように、つまみ付きボルト３１のおねじ部が先端おねじ部３１
ａとつまみ側の根元との間にはおねじが形成されていないシャフト部３１ｂに分けて形成
されている。
　また、脚部連結部１１ｃ側は、内側のめねじ部１１ｄの外側にめねじのない貫通孔１１
１ｄを有する。
　これにより、図７（ａ）の固定状態からつまみ３０を廻してねじを緩めると、ボルト３
１の先端おねじ部３１ａが脚側のめねじ孔１５ｂから外れるので、ボルト３１が左右にガ
タ付く状態になる。
　これにより、つまみ付きボルトを脚部連結部１１ｃに保持させながら脚５との連結を解
除することができる。
　また、本実施例では図１，３に示すように接地部材１６の後端付近に車輪１６ａを取り
付けてあり、簡易便器１０を後方側に少し傾けるだけで車輪１６ａにて移動しやすくなる
。
【００１４】
　次に背部２の構造例を説明する。
　図８に示すように、左右対向配置した側部１１ｂに２本のスリットを上下方向に切り込
んだ上段側のベルト取付部１１ｄと同様に２本のスリットを上下方向に切り込んだ下段側
のベルト取付部１１ｅを二段に形成してある。
　上段側のベルト取付部１１ｄには、一本のベルト４１の両端を前側のスリットから後側
のスリットを介して後側の内側に折り返すように挿入し、両端部４１ａ，４１ｂとの間に
自在面ファスナーを相互に取り付け、左右両側のベルト取付部間のベルト長さが調整可能
になっている。
　下段側のベルト４２も上段側のベルト４１と同様に下段側の取付部１１ｅに取り付けて
あり、両端部の自在面ファスナー４２ａ，４２ｂにて長さ調整可能になっている。
　ベルト４１，４２を左右のベルト取付部（１１ｄ，１１ｄ），（１１ｅ，１１ｅ）間に
まっすぐになるように短くすると、背中が当たる位置が最も前側になる。
　一方、図９に示すようにベルト４１，４２の中央が後方に撓むようにこのベルト４１，
４２の長さを長くすると背もたれの奥行きが深くなり、使用者が座った際に背中の当たる
位置が後方に移動する。
　使用者が座った際に背もたれの奥行きを調整する方法として、伸縮性のあるベルトを用
いて左右の側部１１ｂ，１１ｂの取付部間の張設の強さにて調整することもできるが、本
実施例は図８（ａ），（ｂ）に示すようにベルトの前後を挟み込むようにカバー状の背も
たれ１４を取り付けた例となっている。
　その断面図を図８（ｃ）に示し、Ｄ－Ｄ線断面図を図８（ｄ）に示す。
　背もたれ１４は、クッション性のある表面部材１４ａと、面ファスナー１４ｃ等にて脱
着自在の裏面部材１４ｂとからなる。
　背もたれの奥行きを図９で説明する。
　使用者が便座２１の穴２１ａに向けて座ると、この一般的に穴の先端から約２５０ｍｍ
の位置にある坐骨結節点２１ｄと背もたれ１４との距離において、図９（ａ）に示すよう
に相対的にベルトの長さを短くし緩みを少なくすることで、背もたれの奥行きを最も浅く
した場合の距離をＬ１，図９（ｂ）に示すようにベルトの長さを長くし、緩みを大きくす
ることで背もたれの奥行きを最も深くした場合の距離をＬ２とする。
　Ｌ１の距離を約１１０ｍｍに設定し、Ｌ２の距離を約１８０ｍｍに設定するのが好まし
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い。
　Ｌ１の状態は休息性に重点を置かず、腰部を支えて姿勢を正しく保てることに主観を置
いた位置である。
　Ｌ２は休息性に主観を置き、またこの距離にすると腰が湾曲して深く腰掛けないと座れ
ない使用者にも適する。
　また、その中間的な距離１４０～１６０ｍｍにおいては、使用者の体格や体形に合わせ
て、休息性，姿勢保持を適切に維持できる。
　また、ベルトを上下二段にしたことにより、図１０に示すように背もたれの角度の調整
もできる。
　図１０（ａ）は、上段側のベルト４１の方を長く緩くすることで、カバー状の背もたれ
１４を取り付けると上が後方に傾き、図１０（ｂ）に示すように下段側のベルト４２を緩
くすると背中の湾曲した使用者が座りやすくなる。
【００１５】
　本実施例では、図３，図９に示すように背部２の左右側部１１ｂ，１１ｂとの間に補強
バー１１ｆを取付部材１１ｇにて配置し、その下に空間部を形成し、図３に示すように側
部１１ｂの座部と背もたれ１４の間の前側を湾曲状に切り欠いた湾曲形状部１１ｊを形成
した。
　このようにすると、後部の空間部Ｓ１，側部の空間部Ｓ２から介助者の手が入りやすく
なり、介護者の介護がし易くなる。
【００１６】
　次に便座の位置と背もたれの関係を説明する。
　本発明に係る簡易便器１０は、坐骨結節点２１ｄの位置を便座の穴の先端から約２５０
ｍｍとし、この坐骨結節点２１ｄと背もたれの距離を最小でＬ１＝約１１０ｍｍとしたの
で、図５（ａ）に２点鎖線で示すように便座２１の先端側が背もたれ１４に当たった状態
では、便座２１が前側に傾いた状態になるために手を離すと便座２１が再び閉じてしまう
。
　そこで、図５（ｂ）に示すようにスライド部材２４を前側にストッパー２４ｃがスライ
ドレール１１ｉの後端に当たるまで移動させた後に便座２１を跳ね上げると、便座２１の
先端が後方側に傾いた状態で背もたれ１４に当たるようになり、そのまま開いた状態で便
座を維持できる。
　これにより、汚物容器の出し入れが容易になる。
【００１７】
　本実施例では、肘掛け１７も高さ調整可能になっている。
　図１１は、図２のＡ－Ａ線断面図及び図３のＢ－Ｂ線断面図を示し、図１２は図３のＣ
－Ｃ線断面図をそれぞれ示す。
　肘掛け１７は、その下側の肘掛け支柱１８に連結され、この肘掛け支柱１８の下端部は
筒状の保持部１９に挿入保持されている。
　肘掛け支柱１８の内側の側面には、所定間隔毎に上下方向にロック孔１８ｄを有する。
　保持部１９には、弾性部材１８ｇにてロックピン１８ｆが内側に向けて突出付勢されて
いる。
　肘掛け支柱１８の内部には、ロック解除バー１８ａが保持部１９の底部の弾性部材１８
ｈにより上方に付勢されながら配設されている。
　ロック解除バー１８ａは、ロックピン１８ｆを外側に向けて退避させる凸部１８ｂとロ
ックピン１８ｆの突出を許容する凹部１８ｃを交互に有する。
　図１１に示すように肘掛け１７の裏面（下面）にケース体１７ａを有し、このケース体
１７ａから下部に突出する操作部１７ｂを有する。
　ロック解除バー１８ａの上端と操作部１７ｂに設けた押圧部１７ｅとの間は、回動軸１
７ｇにてシーソー作動する作動子１７ｆを有する。
　操作部１７ｂを上方に向けて押し込むと、作動子１７ｆが押圧部１７ｅにて上方に押圧
され、回動軸１７ｇの反対側の作用点１７ｈがロック解除バー１８ａを弾性材１８ｈの付
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勢力に対抗して下方に押し込む。
　これにより、図１２に示すようにロック解除バー１８ａの凸部１８ｂがロック孔１８ｄ
を塞ぐように一致する。
　この状態では、ロックピン１８ｆはロック孔１８ｄ及びロック孔１８ｄのない肘掛け支
柱１８の内側の外表面１８ｅに沿って移動できるので、肘掛け１７の高さ調整が可能にな
り、図１２（ｄ），（ｅ）に示すように操作部１７ｂから手を離すと、ロック解除バー１
８ａが弾性材１８ｈにより上昇し、ロック孔１８ｄが凹部１８ｃと一致し、ロックピン１
８ｆがロック孔１８ｄに向けて突出しロックされる。
　また、操作部１７ｂは図１１に示すように弾性材１７ｉによりバネ付勢された操作ロッ
ク子１７ｃを有し、この操作ロック子１７ｃの反対側にロック爪１７ｄを有する。
　操作ロック子１７ｃの部品図を図１１（ｃ）に示す。
　操作ロック子１７ｃを押し込むと、ロック爪１７ｄがケース体のロック部１１７ｄから
外れ、操作部１７ｂの押し込み操作が可能になるようになっている。
【符号の説明】
【００１８】
１　　　　本体部
２　　　　背部
３　　　　脚部
４　　　　肘掛け支柱
５　　　　便器部
１０　　　簡易便器
１１　　　側部材
１２　　　前部材
１３　　　後部材
１４　　　背もたれ
１５　　　脚
１６　　　接地部材
１７　　　肘掛け
１８　　　肘掛け支柱
１９　　　保持部
１９ａ　　ガイド部
２１　　　便座
２２　　　便座受け
２３　　　容器収納部
２４　　　スライド部材
２４ｂ　　スライダー
２４ｃ　　ストッパー
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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